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	機能：脂質ラフトの形成および/または維持に重要な役割を果たす可能性があります。B細胞抗原受容体を介したシグナル伝達を調節する可能性があります。,類似性：ラフトリンファミリーに属します。,細胞内局在：脂質ラフトと関連しています。,組織特異性：B細胞によって特異的に発現しています（タンパク質レベル）。,機能：脂質ラフトの形成および/または維持に重要な役割を果たす可能性があります。B細胞抗原受容体を介したシグナル伝達を調節する可能性があります。,類似性：ラフトリンファミリーに属します。,細胞内局在：脂質ラフトと関連しています。,組織特異性：B細胞によって特異的に発現しています（タンパク質レベル）。,
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	RFTN1抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはRFTN1ペプチドでブロッキングされている。
	

	RFTN1 抗体を使用した RAW264.7 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	ラフトリンポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析

